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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
の
新

春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
商
工
会
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
後
半
に

な
っ
て
「
景
気
は
企
業
規
模
や
業

種
、
地
域
間
に
格
差
は
あ
る
も
の

の
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
」

と
の
見
方
が
あ
り
ま
し
た
が
、

我
々
中
小
企
業
は
依
然
と
し
て
先

行
き
は
不
透
明
で
厳
し
い
状
況
が

長
く
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
昨
年
十
一
月
に

は
、
小
松
―
上
海
定
期
便
が
就
航

し
、
企
業
進
出
、
観
光
客
の
誘
致

等
中
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
山
中
町
商
工
会
、
寺
井
町

商
工
会
で
は
既
に
あ
る
地
域
の
特

性
等
を
活
か
し
た
製
品
（
山
中
漆

器
、
九
谷
焼
）
等
の
魅
力
・
価
値

を
高
め
、
全
国
さ
ら
に
は
海
外
市

場
に
お
い
て
も
通
用
す
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
よ
う
と
企
業
等

と
連
携
し
、「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン

ド
育
成
事
業
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

明
る
い
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
昨

年
十
一
月
に
石
川
県
商
工
会
大
会

を
開
催
し
、「
変
革
期
―
今
こ
そ

出
そ
う
商
工
会
の
力
を
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、「
景
気
対
策
の
継
続

強
化
」「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

地
域
産
業
の
振
興
対
策
の
推
進
」

な
ど
四
項
目
の
提
言
を
決
議
し
、

県
、国
並
び
に
関
係
機
関
に
対
し
、

諸
施
策
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
商
工
会
が
地
域
活

性
化
の
主
導
的
な
役
割
を
担
う
べ

く
、
国
、
県
が
推
進
す
る
施
策
を

活
用
し
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定

や
創
業
・
経
営
革
新
に
対
す
る
支

援
体
制
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

併
せ
て
市
町
村
合
併
が
進
む
な

か
で
、
昨
年
四
月
に
は
「
か
ほ
く

市
商
工
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、

本
年
四
月
に
は
白
山
郷
五
村
商
工

会
の
合
併
に
よ
る
「
白
山
商
工
会
」、

七
尾
市
三
商
工
会
の
合
併
に
よ
る

「
能
登
鹿
北
商
工
会
」、
鹿
南
三
商

工
会
の
合
併
に
よ
る
「
中
能
登
町

商
工
会
」
が
新
た
に
生
ま
れ
る
予

定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
合
併
す
る

商
工
会
に
対
し
運
営
支
援
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

小
規
模
事
業
者
数
の
減
少
、
商

工
会
の
合
併
、
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
補
助
金
の
削
減
な
ど
商
工
会

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る

た
め
、
県
連
合
会
で
は
事
業
、
組

織
、
財
政
の
あ
り
方
を
見
直
す
と

と
も
に
、
県
下
商
工
会
補
助
対
象

職
員
の
人
事
の
一
元
化
を
進
め
、

職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
商
工

会
の
経
営
改
善
普
及
事
業
や
地
域

振
興
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
、

中
小
企
業
の
発
展
と
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
よ
う
努
力
し
て
行

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
地
域
経
済
の
発
展
を
祈
念
し
、

新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

今
こ
そ
出
そ
う
商
工
会
の
力
を

会

長

下
　
出
　
重
与
茂

謹　賀　新　年
山
中
町
商
工
会
　
会
長

上
　
口
　
昌
　
徳

根
上
町
商
工
会
　
会
長

熊
　
本
　
一
　
郎

寺
井
町
商
工
会
　
会
長

中
　
　
　
兼
太
郎

辰
口
町
商
工
会
　
会
長

田
　
川
　
　
　
剛

川
北
町
商
工
会
　
会
長

井
　
波
　
好
　
雄

美
川
町
商
工
会
　
会
長

北
　
村
　
久
　
吉

野
々
市
町
商
工
会
　
会
長

村
　
山
　
和
　
雄

鶴
来
商
工
会
　
会
長

和
　
田
　
英
　
夫

河
内
村
商
工
会
　
会
長

田
　
中
　
博
　
人

吉
野
谷
村
商
工
会
　
会
長

林
　
　
　
　
　
繁

鳥
越
村
商
工
会
　
会
長

谷
　
口
　
力
　
雄

尾
口
村
商
工
会
　
会
長

林
　
　
　
與
枝
男

白
峰
村
商
工
会
　
会
長

蔭
　
山
　
哲
　
哉

か
ほ
く
市
商
工
会

会
長

小
　
山
　
良
　
一

森
本
商
工
会
　
会
長

架
　
谷
　
由
　
法

津
幡
町
商
工
会
　
会
長

鍛
　
冶
　
秀
　
雄

内
灘
町
商
工
会
　
会
長

前
　

隆
　
夫

羽
咋
市
商
工
会
　
会
長

荒
　
木
　
龍
　
平
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
、
ご
健
勝
で
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
県
政
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
絶
大

な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

本
誌
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を

賜
り
、
お
陰
様
で
、
七
月
に
能
登

空
港
が
一
周
年
を
迎
え
、
予
想
を

上
回
る
高
い
搭
乗
実
績
を
挙
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
十

一
月
に
は
小
松
・
成
田
便
、
小

松
・
上
海
定
期
便
が
開
設
さ
れ
、

本
県
と
世
界
を
結
ぶ
扉
が
開
き
つ

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
末
に
は
、

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
ま
で
の
フ
ル

規
格
に
よ
る
着
工
が
決
定
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
様
方
の
永
年
の
ご

尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
金
沢
以
西
へ
の
延
伸
に

向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
そ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

利
活
用
に
知
恵
を
絞
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
県
経
済
に
お
い
て
は
、

個
人
消
費
の
持
ち
直
し
の
動
き
が

続
い
て
お
り
、
生
産
面
で
は
、
一

般
機
械
や
Ｉ
Ｔ
関
連
分
野
を
中
心

に
堅
調
に
推
移
し
、
設
備
投
資
に

つ
い
て
も
増
加
が
続
い
て
い
る
な

ど
、
業
種
、
企
業
規
模
に
よ
る
跛

行
性
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
着
実
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
経
済
再
生

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

こ
の
兆
し
を
本
格
的
な
景
気
回
復

に
向
け
た
力
強
い
動
き
へ
と
繋
げ

る
た
め
、
昨
年
四
月
に
設
備
資
金

の
融
資
枠
を
大
幅
に
拡
大
し
、
積

極
的
な
設
備
投
資
の
誘
発
を
図
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
中
小
企

業
再
生
・
事
業
転
換
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、
県

内
中
小
企
業
者
の
足
下
の
強
化
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
海
外
戦
略
へ
の
支

援
、
商
店
街
の
活
性
化
、
伝
統
工

芸
振
興
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育

成
、
経
営
革
新
へ
の
支
援
、
企
業

誘
致
な
ど
各
種
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
、
県
民
の
皆
様
方
の
豊
か

な
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
、
最
大
限
の
努
力

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
今
後
の
本
県
産

業
の
発
展
に
向
け
た
新
た
な
指
針

と
な
る
「
石
川
県
産
業
革
新
戦
略

（
仮
称
）」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

十
月
に
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
、

産
業
間
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
産

業
の
創
出
、
本
県
経
済
を
牽
引
す

る
モ
デ
ル
企
業
の
育
成
な
ど
、
今

後
の
産
業
振
興
の
方
向
性
を
提
示

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年

三
月
末
の
策
定
に
向
け
、
内
容
の

さ
ら
な
る
充
実
と
具
体
化
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。本

県
経
済
は
回
復
基
調
に
あ
り
、

地
域
経
済
の
再
生
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
本

県
経
済
の
着
実
な
飛
躍
へ
つ
な
げ

る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
明
る
い
展
望
の
持
て
る

年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
県
政
に

対
す
る
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹　賀　新　年
富
来
町
商
工
会
　
会
長

冨
　
澤
　
二
　
郎

志
雄
町
商
工
会
　
会
長

坂
　
室
　
正
　
昭

志
賀
町
商
工
会
　
会
長

南
　
　
　
哲
　
郎

押
水
町
商
工
会
　
会
長

勝
　
二
　
　
　
修

田
鶴
浜
町
商
工
会
　
会
長

永
　
江
　
榮
　
毅

鳥
屋
町
商
工
会
　
会
長

笹
　
川
　
修
次
郎

中
島
町
商
工
会
　
会
長

下
　
出
　
重
与
茂

鹿
島
町
商
工
会
　
会
長

池
　
島
　
寛
　
仁

能
登
島
町
商
工
会
　
会
長

後
　
藤
　
達
　
雄

鹿
西
町
商
工
会
　
会
長

木
　
村
　
武
　
司

穴
水
町
商
工
会
　
会
長

木
　
下
　
和
　
男

門
前
町
商
工
会
　
会
長

釜
　
口
　
治
　
一

能
都
町
商
工
会
　
会
長

数
　
馬
　
嘉
　
雄

柳
田
村
商
工
会
　
会
長

福
　
池
　
正
　
人

内
浦
町
商
工
会
　
会
長

田
　
　
　
實

県

連

合

会
専
務
理
事

大
　
塚
　
忠
　
寿

青
年
部
連
合
会
　
会
長

寺
　
岡
　
一
　
彦

女
性
部
連
合
会
　
会
長

南
　
　
　
洋
　
子

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

産
業
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

石
川
県
知
事

谷
　
本
　
正
　
憲
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杉
本
県
副
知
事
を
は
じ
め
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、県
下
三
十
三
商
工

会
か
ら
約
八
百
人
が
参
加
す
る
な

か
、下
出
県
連
会
長
は
、「
中
小
企
業

に
は
ま
だ
ま
だ
景
気
回
復
の
実
感

は
無
く
、ま
た
、商
工
会
地
域
の
経

済
の
落
ち
込
み
も
激
し
く
、中
小
企

業
の
体
力
は
疲
弊
し
、我
々
の
経
営

努
力
の
限
界
を
超
え
た
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
お
り
、早
急
な
景
気
の
回

復
と
そ
の
持
続
が
な
い
限
り
自
立

的
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
あ
り
ま
た
、三
位
一
体

の
改
革
、市
町
村
合
併
の
加
速
化
、

倒
産
・
廃
業
の
増
加
等
問
題
が
山

積
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、早
急
な

景
気
対
策
の
実
施
等
本
大
会
の
四

項
目
の
提
言
の
実
現
に
向
け
て
鋭

意
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

本
年
度
は
、二
部
制
と
し
、第
一

部
で
、商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
の

主
張
発
表（
青
年
部
は
北
正
和
﹇
川

北
町
﹈・
女
性
部
は
西
恵﹇
門
前
町
﹈）

が
行
な
わ
れ
、引
き
続
き
第
二
部
で

表
彰
式
、大
会
決
議
が
行
な
わ
れ
た

後
、来
賓
の
杉
本
勇
寿
副
知
事
、中

部
経
済
産
業
局
長
（
代
理
　
福
田

洋
一
同
産
業
部
長
）、吉
田
歳
嗣
県

議
会
議
長
か
ら
中
小
企
業
支
援
に

向
け
て
力
強
い
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

経
営
指
導
員

○
女
性
部
役
員
功
労
者

〔
野
々
市
町
〕
藤
村
恵
子
部
長
〔
鹿
島
町
〕

岩
井
代
志
子
部
長

◎
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

○
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

〔
山
中
町
〕
杉
本
喜
市
、上
田
宏
一
〔
根

上
町
〕
藤
森
昌
昭
、真
田
泰
史
、本
井
隆
、

亀
田
晃
明
、若
林
清
志
〔
寺
井
町
〕
山
下

富
也
、津
軽
昭
喜
雄
〔
辰
口
町
〕
多
田
敏

則
、中
山
義
和
〔
川
北
町
〕
北
口
正
男

〔
美
川
町
〕
東
寛
由
紀
、
不
破
康
夫

〔
野
々
市
町
〕
蔵
定
雄
、坂
本
一
郎
、浜
上

俊
男
、

川
和
子
、長
谷
川
峻
〔
鶴
来
〕

宮
田
昇
、北
村
恵
子
、林
紀
子
〔
尾
口
村
〕

山
岸
留
吉
〔
か
ほ
く
市
〕
近
岡
ひ
ろ
み
、

岡
島
外
美
子
、洞
庭
和
子
、加
藤
政
美
、

金
谷
佐
知
子
、西
谷
辰
夫
〔
羽
咋
市
〕
今

西
元
二
、窪
田
外
喜
子
、宮
田
良
造
、岡
田

豊
子
、狭
間
一
志
、中
田
紀
代
子
〔
富
来

町
〕
松
田
信
治
、
坂
元
貞
子
〔
志
雄
町
〕

坂
本
香
代
子
、
坂
室
正
人
、
寺
嶋
昇
、

三
宅
貢
〔
田
鶴
浜
町
〕
西
川
和
博
、
高

井
春
生
、
川
端
修
、
福
嶋
好
枝
、
増
田

実
〔
鳥
屋
町
〕
稲
葉
幸
子
、
潟
辺
益
三
、

平
窪
一
雄
、
宮
本
文
栄
〔
中
島
町
〕
町

居
幸
一
〔
鹿
島
町
〕
飯
室
信
子
、
丹
後

し
げ
子
、
浦
部
兵
吉
〔
鹿
西
町
〕
林
政

男
、
杉
本
ち
ず
子
、
近
江
俊
女
〔
穴
水

町
〕
前
田
利
信
〔
能
都
町
〕
大
谷
内
勝

夫
、
倉
隆
、
山
崎
充
治
、
向
紀
久
司
、

表
野
覚
、
脇
坂
和
彦
、
出
村
喜
久
夫

◎
石
川
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

○
商
工
会
功
労
者

〔
旧
七
塚
町
〕
室
田
治
郎
右
ェ
門
会
長

〔
旧
宇
ノ
気
町
〕
横
山
一
彌
会
長
〔
内
灘

町
〕
本
出
彌
治
則
前
会
長

○
青
年
部
連
合
会
功
労
者

〔
商
工
会
青
年
部
連
合
会
〕
東
潤
一
前
副

会
長

○
女
性
部
連
合
会
功
労
者

〔
商
工
会
女
性
部
連
合
会
〕
故
竹
陸
子
前

副
会
長

○
商
工
会
役
職
員
功
労
者

▲
役
員
功
労
者

〔
根
上
町
〕
杉
森
正
志
理
事
〔
寺
井
町
〕

東
文
太
郎
理
事
〔
河
内
村
〕
中
田
悟
理

事
、
吉
田
松
太
郎
監
事
、
石
原
正
理
事
、

尾
西
吉
市
理
事
〔
か
ほ
く
市
〕
小
山
良

一
会
長
〔
森
本
〕
中
町
潔
理
事
、
喜
多

成
理
事
〔
津
幡
町
〕
平
村
敏
一
理
事

〔
富
来
町
〕
小
泉
榮
樹
理
事
〔
押
水
町
〕

梅
田
章
夫
理
事
〔
田
鶴
浜
町
〕
上
野
利

一
副
会
長
、
杉
森
克
夫
理
事
、
津
田
照

生
理
事
、
押
田
芳
一
理
事
〔
鹿
西
町
〕

谷
島
憲
三
理
事
〔
内
浦
町
〕
表
俊
一
理

事
、
東
幸
一
郎
監
事

▲
優
良
職
員

〔
寺
井
町
〕
山
下
貴
広
経
営
指
導
員
〔
能

登
島
町
〕

木
時
夫
事
務
局
長
〔
穴
水

町
〕
森
田
達
也
経
営
指
導
員

○
女
性
部
役
員
功
労
者

〔
河
内
村
〕
幅
口
一
美
部
長
〔
鳥
越
村
〕

川
辺
す
み
子
部
長
〔
尾
口
村
〕
北
村
祐

子
部
長
〔
か
ほ
く
市
〕
気
谷
里
美
旧
七

塚
町
商
工
会
部
長
、
高
平
成
代
旧
宇
ノ

気
町
商
工
会
部
長
〔
津
幡
町
〕
河
上
博

美
部
長
〔
内
灘
町
〕
安
田
美
津
江
部
長

〔
羽
咋
市
〕
足
立
洋
子
部
長
〔
鳥
屋
町
〕

溝
手
美
代
子
部
長
〔
中
島
町
〕
中
田
美

智
子
部
長
〔
能
都
町
〕
鶴
野
綾
子
部
長

〔
内
浦
町
〕
新
出
二
三
恵
部
長

○
地
域
貢
献
企
業

〔
根
上
町
〕
㈱
ク
マ
モ
ト
ニ
ッ
ト
、
清
水

屋
〔
寺
井
町
〕
㈱
柴
田
製
作
所
、
伊
野

正
峰
㈱
〔
辰
口
町
〕
石
川
イ
ン
ペ
ラ
工

景
気
対
策
の
継
続
強
化
等
を
決
議

景
気
対
策
の
継
続
強
化
等
を
決
議�
景
気
対
策
の
継
続
強
化
等
を
決
議

景
気
対
策
の
継
続
強
化
等
を
決
議�
景
気
対
策
の
継
続
強
化
等
を
決
議�

第
四
十
四
回
石
川
県
商
工
会
大
会�

県
連
合
会
は
さ
る
十
一
月
十
二
日
、
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
第
四
十
四
回
石
川
県
商
工
会
大
会
を
開
催
し
た
。

席
上
、
地
域
に
貢
献
し
た
企
業
、
商
工
会
役
職
員
及
び
永
年
商
工

会
員
事
業
所
に
勤
務
し
た
優
良
従
業
員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
景
気
対
策
の
継
続
強
化
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
地
域

産
業
の
振
興
対
策
の
推
進
等
を
盛
り
込
ん
だ
四
項
目
の
提
言
を
決
議

し
た
。

大
会
決
議�

大
会
決
議�

大
会
決
議�

1.
　
景
気
対
策
の
継
続
強
化�

2.
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
地
域
産
業
の
振
興
対
策
の
推
進�

3.
　
中
小
企
業
の
金
融
対
策
並
び
に
関
係
税
制
の
拡
充�

4.
　
平
成
十
七
年
度
中
小
企
業
対
策
予
算
の
確
保�

被
　
表
　
彰
　
者�

（
敬
称
略
）�

◎
中
部
経
済
産
業
局
長
表
彰

○
商
工
会
役
職
員
功
労
者

▲
役
員
功
労
者

〔
押
水
町
〕
因
幡
栄
市
副
会
長
、
村
上
義

弘
副
会
長

▲
優
良
職
員

〔
森
本
〕
森
田
一
夫
経
営
指
導
員
〔
田
鶴

浜
町
〕
伊
藤
仁
和
子
補
助
員
〔
石
川
県

商
工
会
連
合
会
〕
前
川
伸
朗
商
工
会
指

導
員

◎
石
川
県
知
事
表
彰

○
商
工
会
役
職
員
功
労
者

▲
役
員
功
労
者

〔
寺
井
町
〕
西
田
保
理
事
〔
美
川
町
〕
能

見
武
盛
理
事
〔
野
々
市
町
〕
金
子
壽
太

郎
理
事
〔
旧
宇
ノ
気
町
〕
横
山
一
彌
会

長
〔
羽
咋
市
〕
荒
木
龍
平
会
長
、
河
島

秀
明
理
事
〔
穴
水
町
〕
橋
本
安
幸
理
事

〔
能
都
町
〕
岩
井
嘉
章
理
事
、
橋
本
兵
衛

理
事
、
橋
本
忠
雄
理
事

▲
優
良
職
員

〔
山
中
町
〕
小
谷
口
行
雄
経
営
指
導
員

〔
野
々
市
町
〕
齊
田
敬
行
経
営
指
導
員
、

竹
田
真
由
美
補
助
員
〔
河
内
村
〕
山
下

均
経
営
指
導
員
〔
志
賀
町
〕
中
田
明
経

営
指
導
員
、
河
野
晃
経
営
指
導
員
〔
石

川
県
商
工
会
連
合
会
〕
石
野
正
典
専
門
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固定電話　　から固定電話　　へ�

固定電話　　から携帯電話　　へ�

県内への通話県内への通話�県内への通話�

すべての携帯電話へすべての携帯電話へ�すべての携帯電話へ�

平日昼間� の通話料金�２分通話した場合�

市　　内�
隣接～20kmまで�

～60kmまで�

60km超　�

ひまわりコール�

7.875円�
※２分7.875円の料金適用は、「県外への通話」区分で、「マイライン」または「マイラインプラス」に「0038」を登録いただいた場合の登録完了日翌月１日からとなります。�

お問い合せ・ご加入は、�
最寄の商工会にご連絡ください。�
なお、商品内容等のお問い合わせは、�

ＬＴＳサポートセンター�
（7　0120ー568ー006）�
でも受け付けておりますので、お気軽にどうぞ。�

今話題のＩＰ中継電話だから、割安で高品質Y�
しかも、電話番号や利用中の機器・サービスはそのままY ますます身近になったひまわりコールです。�

県
内
市
外�

通話区分�

県外への通話県外への通話�県外への通話�平日昼間� の通話料金�１分通話した場合�

隣接～20kmまで�
～30kmまで�
～60kmまで�
～100kmまで�
～100km超　�

ひまわりコール�

7.875円�
＜税抜価格7.5円＞� ＜税抜価格7.5円＞�

通話区分�

●ひまわりコールの通話料金は各通話区分ごとの合計金額に�
　対して消費税を加算します。（円未満の端数は四捨五入）�

●全携帯会社宛への発信者番号通知が可能です。�
●070からはじまるPHS端末用番号への通話は�
　サービス対象外です。�

ひまわりコールから携帯電話へ発信する場合のダイヤル方法�

※ご利用の際は、マイライン登録・アダプター設置などの有無に関わらず、�
　相手先の携帯電話番号の前に必ず「0038」を付けてダイヤルしてください。�

携帯電話への通話料が�
ぐっと安くなるY

加入料�

無料�

月額基本料金�

無料�
（NTTの基本料金はかかります。）�

１分　18.9円�１分　18.9円�＜税抜価格18円＞�全国一律�
24時間�
いつでも�

0 0 3 8 相手先の携帯電話番号�

Ｈ17年度委託申し込みについて�Ｈ17年度委託申し込みについて�Ｈ17年度委託申し込みについて�
容器包装リサイクル法に基づく�

Ｈ16年12月１日からＨ17年２月１日は�

容器包装の再商品化（リサイクル）�
委託申し込み期間です�

委託申し込みはお近くの商工会で�
受け付けております。�

業
㈱
、
㈱
マ
イ
テ
ッ
ク
ス
〔
川
北
町
〕

手
取
川
砂
利
㈱
〔
鶴
来
〕
ウ
ー
ブ
ン
ナ

ッ
ク
㈱
〔
河
内
村
〕
吹
上
建
材
㈱
〔
吉

野
谷
村
〕
㈱
木
村
組
〔
鳥
越
村
〕
㈲
城

山
オ
ー
ト
商
会
〔
尾
口
村
〕
㈱
山
崎
旅

館
〔
白
峰
村
〕
㈱
白
峰
産
業
〔
か
ほ
く

市
〕
大
矢
建
設
㈱
、
横
山
編
レ
ー
ス
、

旭
電
機
設
備
工
業
㈱
、
㈱
宇
野
気
石
油
、

㈱
美
容
室
フ
ジ
〔
森
本
〕
荒
木
建
設
㈱

〔
羽
咋
市
〕
小
倉
建
設
㈱
、
㈱
ハ
ク
イ
村

田
製
作
所
、
㈱
八
幡
〔
富
来
町
〕
㈱
西

海
水
産
、
㈲
金
森
自
動
車
工
業
〔
志
雄

町
〕
坂
井
興
業
㈱
〔
志
賀
町
〕
大
和
リ

ゾ
ー
ト
㈱
能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
〔
田

鶴
浜
町
〕
㈲
ス
ー
パ
ー
・
ロ
フ
テ
ィ
ー
、

㈱
田
鶴
浜
交
通
〔
鹿
西
町
〕
㈱
ロ
ッ
キ

ー
〔
門
前
町
〕
㈱
の
む
ら
〔
能
都
町
〕

㈲
大
森
啓
文
社
、
谷
内
自
動
車
工
業
㈱

〔
柳
田
村
〕
か
じ
旅
館

▲
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員

〔
山
中
町
〕
小
堀
登
志
子
、
麹
盛
智
子
、

鍋
倉
良
和
、
小
林
幸
広
〔
根
上
町
〕
打

田
元
、
中
田
直
之
、
島
野
一
栄
、
村
上

弘
子
〔
寺
井
町
〕
室
百
合
子
、
八
木
康

夫
、
高
畠
弘
、
北
正
志
、
村
上
勉
、
升

崎
順
子
〔
辰
口
町
〕
西
田
節
子
、
山
本

修
、
上
埜
和
夫
、
田
渕
裕
二
、
吉
本
浩

吉
、
水
口
真
一
〔
川
北
町
〕
中
村
厚

〔
美
川
町
〕
笠
森
友
子
〔
鶴
来
〕
大
脇
智

総
、
今
川
外
伸
、
山
下
邦
男
、
西
田
和

美
、
庄
村
邦
枝
、
吉
本
幾
代
〔
河
内
村
〕

宮
本
憲
夫
〔
吉
野
谷
村
〕
谷
口
洋
明

〔
尾
口
村
〕
加
藤
久
佳
〔
白
峰
村
〕
蛭
崎

ス
ナ
コ
、
竹
腰
正
子
、
山
口
き
よ
美

〔
か
ほ
く
市
〕
田
中
外
枝
、
二
津
真
弓
、

奥
村
明
美
、
竹
田
秀
雄
〔
森
本
〕
佐
藤

英
良
、
佐
野
み
ゆ
き
、
由
井
昭
裕
〔
内

灘
町
〕
根
布
原
恵
子
、

村
信
子
〔
羽

咋
市
〕
吉
田
久
栄
、
梶
浦
典
子
、
坂
口

美
智
子
、
大
畠
孝
義
、
中
山
勇
晴
、
窪

田
外
志
治
、
谷
場
外
美
雄
、
田
中
美
智

代
、
土
田
明
子
、
加
藤
幸
子
、
達
光
良

志
、
向
美
代
子
、
堀
田
和
子
、
出
雲
美

和
子
〔
富
来
町
〕
稲
村
順
子
、
奥
美
智

子
、
地
下
重
子
、
三
浦
洋
子
〔
志
雄
町
〕

有
賀
国
一
、
今
江
政
則
、
笹
尾
浩
幸
、

松
田
夕
美
、
赤
池
と
し
美
、
山
田
ふ
じ

子
、
北
橋
し
づ
江
、
島
田
千
代
美
、
宮

崎
俊
子
、
岡
田
啓
子
、
北
川
春
代
〔
押

水
町
〕
開
口
求
、
升
政
子
〔
田
鶴
浜
町
〕

河
村
紀
和
〔
鳥
屋
町
〕
胡
摩
春
美
、
山

出
弘
、
杉
本
雅
巳
、
勝
尾
康
浩
、
村
本

芳
一
、
堀
美
樹
男
〔
鹿
島
町
〕
石
川
敏

彦
、
延
命
愛
子
、
宮
本
正
浩
、
水
口
純

子
、
中
山
幸
子
、
黒
坂
芳
子
、
広
崎
和

彦
、
藤
森
善
之
助
、
宝
池
基
博
〔
鹿
西

町
〕
芝
田
外
義
、
谷
内
俊
春
、
上
田
み

ち
え
、
金
岩
朝
子
〔
穴
水
町
〕
小
泉
街

子
、
崎
出
力
、
滝
川
千
鶴
子
〔
能
都
町
〕

田
中
久
美
子
、
笠
原
豊
、
平
釜
裕
行
、

山
下
八
寿
子
、
北
村
礼
子
、
生
森
さ
ゆ

り
、
畠
中
政
信
〔
内
浦
町
〕
石
糸
外
恵
、

坂
下
秋
子
、
白
坂
秀
司
、
松
田
敏
弘
、

真
木
操
、
小
浦
二
三
夫
、
八
木
丈
一

▲
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
優
秀
商
工
会

（
平
成
十
六
年
度
加
入
促
進
強
化
月
間
優

秀
商
工
会
）

第
一
位
　
か
ほ
く
市
商
工
会

第
二
位
　
寺
井
町
商
工
会

第
三
位
　
根
上
町
商
工
会

第
四
位
　
内
浦
町
商
工
会

第
五
位
　
志
雄
町
商
工
会

◎
石
川
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰

○
青
年
部
優
良
役
員

〔
山
中
町
〕
中
道
栄
治
、
新
家
邦
夫
、
田

向
公
一
、
中
曽
根
弘
和
、
中
村
正
広

〔
根
上
町
〕
佐
田
隆
成
、
松
島
圭
司
、
中

西
浩
史
、
熊
本
慶
太
郎
〔
寺
井
町
〕
森

田
啓
司
、
太
田
竜
一
、
越
野
正
、
宮
崎

豊
基
、
横
山
聡
〔
辰
口
町
〕
木
谷
徹
、

田
中
利
明
、
善
田
善
彦
、
東
潤
一
、
堀

光
治
、
谷
本
豊
、
谷
田
紀
幸
、
本
由
明

〔
野
々
市
町
〕
高
澤
克
巳
〔
河
内
村
〕
立

川
隆
洋
〔
鳥
越
村
〕
南
清
人
、
長
壮
伊

知
、
田
原
正
樹
〔
尾
口
村
〕
鶴
尾
弘
明

〔
白
峰
村
〕
永
吉
正
明
〔
か
ほ
く
市
〕
東

元
寿
也
、
酒
井
充
英
、
木
村
良
則
、
谷

喜
彦
〔
森
本
〕
藤
井
克
行
、
梅
原
竜
一
、

辻
村
清
人
、
石
村
聖
一
郎
〔
津
幡
町
〕

宮
野
徹
、
田
中
賢
一
、
酒
井
明
義
、
竹

田
信
之
〔
内
灘
町
〕
川
口
正
巳
〔
羽
咋

市
〕
河
合
甚
敏
、
松
浦
康
弘
〔
富
来
町
〕

三
島
菊
雄
、
山
下
健
〔
志
雄
町
〕
宮
本

敦
、
中
橋
弘
慶
〔
志
賀
町
〕
寺
沢
智
之

〔
押
水
町
〕
早
川
勇
治
、
岡
部
裕
樹
〔
田

鶴
浜
町
〕
大
塚
公
彰
、
岡
馬
和
久
〔
中

島
町
〕
初
見
嘉
房
〔
鹿
西
町
〕
近
江
辰

行
〔
穴
水
町
〕
七
海
友
也
〔
能
都
町
〕

皆
月
貢
、
橋
本
浩
平
、
河
村
伊
佐
夫

〔
内
浦
町
〕
表
俊
一
、
奥
成
康
朗

◎
石
川
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

○
女
性
部
優
良
役
員

〔
山
中
町
〕
土
黒
久
枝
、本
谷
す
み
子
、吉

本
加
代
子
〔
根
上
町
〕
野
村
真
智
子

〔
川
北
町
〕
山
本
美
智
子
〔
美
川
町
〕
大

杉
淳
子
、
今
村
和
子
、
二
木
芙
美
子

〔
野
々
市
町
〕
森
と
し
子
、
高
澤
朱
美

〔
吉
野
谷
村
〕
西
田
和
枝
、山
田
み
ち
子

〔
か
ほ
く
市
〕
中
田
ま
み
子
、、早
川
ま
き

子
〔
森
本
〕
柏
木
治
子
、三
崎
千
鶴
〔
津

幡
町
〕
山
田
喜
代
美
、舟
田
恵
美
子
〔
志

賀
町
〕
松
浦
幸
江
、梶
未
枝
子
〔
田
鶴
浜

町
〕
土
田
優
子
〔
鹿
島
町
〕
飯
室
悦
子
、

中
平
悦
子
、古
玉
節
子
〔
能
登
島
町
〕
坂

本
洋
子
〔
鹿
西
町
〕
初
道
政
子
〔
穴
水

町
〕
中
益
美
〔
柳
田
村
〕
西
谷
陽
子

〔
内
浦
町
〕
新
谷
恵
子
、新
谷
聰
子
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お
知
ら
せ

消
費
税
の

平成17年分から消費税が変わりますY
平成15年分の課税売上高が1,000万円を超える方は、平成17年分の�
消費税の確定申告が必要となります。�
◎　平成17年１月から帳簿の記載や請求書等の保存が必要となります。�
◎　課税売上高が5,000万円以下の方は「簡易課税制度」を選択することができます。�
　　同制度を選択される場合は、「消費税簡易課税制度選択届出書」の提出が必要です。�

詳しくは、最寄りの税務署にお尋ねください。�

冒
頭
、
谷
本
知
事
は
「
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
業
種

で
良
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
全
国
に
先
駆
け
て
進
め
て
い

る
企
業
再
生
・
事
業
転
換
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
に
よ
り
、
積
極
的
に
企
業

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
下
出
重
与
茂
県
連

合
会
長
が
座
長
と
な
り
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
者
等
か
ら
の
発
言
に
基

づ
く
懇
談
に
移
っ
た
。
懇
談
内
容

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

一
、
県
連
合
会
（
発
言
者
　
勝
ニ

県
連
合
会
副
会
長
）

▽
景
気
対
策
の
継
続
強
化
に
つ
い
て

▽
小
規
模
事
業
政
策
予
算
の
強
化

に
つ
い
て

▽
商
工
会
合
併
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
強
化
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
景
気
対
策
の
観
点
か
ら
も
企
業

誘
致
を
産
業
政
策
の
柱
と
し
て

最
善
を
尽
く
し
、ま
た
、新
規
創

業
へ
の
取
組
み
も
進
め
て
い
く
。

▼
小
規
模
事
業
予
算
は
今
後
も
必

要
と
考
え
る
。商
工
会
と
し
て
も

創
意
工
夫
に
よ
り
合
理
化
・
効

率
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
商
工
会
合
併
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
事
情
に
合
わ
せ
、
じ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
見
定
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
合
併
に
対
し
て

は
県
と
し
て
も
支
援
す
る
。

二
、
能
美
・
江
沼
（
発
言
者
　
熊

本
根
上
町
商
工
会
長
）

▽
南
加
賀
地
場
産
業
の
二
一
世
紀

振
興
策
に
つ
い
て

▽
道
路
・
交
通
問
題
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
温
泉
地
は
海
外
か
ら
の
観
光
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
取
組
み

が
必
要
。伝
統
工
芸
は
産
学
官
連

携
が
必
要
。
国
際
化
に
対
応
す

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
。

▼
小
松
―
白
川
道
路
は
国
の
直
轄

事
業
と
し
て
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
、
石
川
・
白
山
郷
（
発
言
者

和
田
鶴
来
商
工
会
長
）

▽
道
路
・
交
通
問
題
に
つ
い
て

▽
石
川
郡
内
の
市
外
局
番
の
統
一

に
つ
い
て

▽
松
任
市
と
石
川
郡
内
二
町
五
村
合

併
後
の
新
市
に
お
け
る
商
工
会
、

商
工
会
議
所
の
併
存
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
国
道
一
五
七
号
線
は
国
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。
白
山
ス
ー
パ

ー
林
道
の
通
行
料
無
料
化
は
な

か
な
か
難
し
い
が
、
今
後
白
山

市
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

▼
市
外
局
番
の
統
一
化
は
、
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
把
握
さ

れ
、
地
元
で
深
く
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

▼
商
工
会
、
商
工
会
議
所
自
身
で
、

あ
る
べ
き
姿
を
見
定
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

四
、
河
北
・
森
本
（
発
言
者
　
架

谷
森
本
商
工
会
長
）

▽
道
路
・
交
通
問
題
に
つ
い
て

▽
賃
貸
方
式
の
工
場
建
設
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
県
道
一
六
二
号
線
は
計
画
を
確

定
次
第
進
め
て
い
き
た
い
。か
ほ

く
市
幹
線
道
路
は
最
優
先
課
題

と
し
て
市
と
協
議
し
て
い
く
。能

登
有
料
道
路
看
護
大
Ｉ
・
Ｃ
フ

ル
イ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
は
、交

通
量
の
推
移
を
見
極
め
た
い
。同

道
路
内
灘
料
金
所
以
南
の
直
線

化
は
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

▼
一
般
企
業
に
対
す
る
賃
貸
方
式

の
工
場
建
設
は
難
し
い
。

五
、
羽
咋
郡
市
（
発
言
者
　
荒
木

羽
咋
市
商
工
会
長
）

▽
千
里
浜
海
岸
の
保
全
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
千
里
浜
の
魅
力
が
失
わ
れ
な
い

方
法
で
進
め
て
行
き
た
い

六
、
鹿
島
郡
（
発
言
者
　
笹
川
鳥

屋
町
商
工
会
長
）

▽
商
工
会
館
の
有
効
利
用
に
伴
う

規
制
緩
和
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
市
町
村
合
併
は
国
家
の
方
針
で
あ

る
。経
済
産
業
省
、総
務
省
に
商
工

会
館
の
有
効
利
用
を
訴
え
た
い
。

七
、
奥
能
登
（
発
言
者
　
数
馬
能

都
町
商
工
会
長
）

▽
道
路
・
交
通
問
題
に
つ
い
て

▽
奥
能
登
地
域
総
合
振
興
策
に
つ

い
て

【
知
事
見
解
】

▼
珠
洲
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
に

つ
い
て
、
松
波
地
区
の
用
地
買

収
が
難
航
し
て
い
る
。
地
元
の

協
力
も
い
た
だ
き
た
い
。
能
都

内
浦
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

一
・
五
車
線
化
な
ど
の
手
法
を

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
奥
能
登
地
域
の
総
合
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
特
徴
を
ど
う
磨
き
、

発
信
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

是
非
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
県
と
し
て
も

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

八
、
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

（
発
言
者
　
寺
岡
県
青
連
会
長
）

▽
中
小
企
業
の
更
な
る
Ｉ
Ｔ
化
の

推
進
に
つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
財
政
支
援
制
度
が
あ
る
の
で

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

九
、
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
発
言
者
　
南
県
女
性
連
会
長
）

▽
青
年
部
・
女
性
部
活
動
事
業
に

つ
い
て

【
知
事
見
解
】

▼
し
っ
か
り
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

中
小
企
業
景
気
対
策
等
を
要
望

中
小
企
業
景
気
対
策
等
を
要
望�
中
小
企
業
景
気
対
策
等
を
要
望

中
小
企
業
景
気
対
策
等
を
要
望�
中
小
企
業
景
気
対
策
等
を
要
望�

＝
知
事

＝
知
事
を
囲
む
懇
談
会

懇
談
会
を
開
催
＝

開
催
＝�

＝
知
事
を
囲
む
懇
談
会
を
開
催
＝�

県
連
合
会
と
広
域
商
工
会
協
議
会
は
、
去
る
十
二
月
八
日
、「
中
小
企

業
振
興
懇
談
会
」（
知
事
を
囲
む
懇
談
会
）
を
金
沢
市
の
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
新
館
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
、
県
か
ら
谷

本
知
事
、
岡
田
商
工
労
働
部
長
ら
が
、
商
工
会
側
か
ら
各
商
工
会
長
、

青
年
・
女
性
部
連
合
会
長
な
ど
約
八
十
名
が
出
席
し
、
地
域
の
現
状
と

振
興
策
を
要
望
し
た
。

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー
マ

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー
マ�

と
県
側
見
解
の
概
要

と
県
側
見
解
の
概
要�

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー
マ�

と
県
側
見
解
の
概
要�
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去
る
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
六
日
に
か
け
て
本
県
商
工
会
長

等
二
十
八
名
は
、
群
馬
県
水
上
町

商
工
会
を
視
察
し
た
後
、
東
京
渋

谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
、
第
四
十
四
回
商
工
会
全
国
大

会
に
参
加
し
、
翌
日
は
全
国
む
ら

お
こ
し
展
を
見
学
し
た
。

水
上
町
商
工
会
で
は
、
須
田
会

長
、
事
務
局
か
ら
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育

成
支
援
事
業
に
つ
い
て
、「
水
」

「
透
明
」「
森
林
」
等
代
表
さ
れ
る

水
上
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入

れ
た
工
芸
ガ
ラ
ス
商
品
づ
く
り
の

概
要
や
温
泉
街
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

（
飲
食
店
、
体
験
工
房
の
二
店
舗
）

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
実
際
に
工
芸

ガ
ラ
ス
商
品
を
製
造
し
て
い
る
ビ

ー
ド
ロ
パ
ー
ク
（
上
越
ク
リ
ス
タ

ル
硝
子
㈱
）
を
見
学
し
た
。

視
察
二
日
目
の
商
工
会
全
国
大

会
で
は
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
杉

浦
官
房
副
長
官
）、
経
済
産
業
大
臣

（
代
理
　
保
坂
副
大
臣
）
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
を
迎
え
る
中
、
清
家

全
国
連
会
長
は
「
高
度
な
経
営
支

援
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
不
断

の
努
力
を
続
け
る
と
と
も
に
会
員

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
商
工
会
の

魅
力
を
よ
り
高
め
る
よ
う
組
織
力

を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
述
べ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
表
明
、

大
会
決
議
で
は
、
小
規
模
事
業
対

策
に
対
す
る
断
続
的
な
国
の
関
与

な
ど
の
重
点
五
項
目
が
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
経
営
改

善
普
及
事
業
に
関
す
る
表
彰
で
は

本
県
か
ら
根
上
町
商
工
会
の
熊
本

一
郎
会
長
の
中
小
企
業
庁
長
官
表

彰
（
役
員
功
労
者
）
を
は
じ
め
、

二
団
体
五
十
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

の
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
部
で
は

川
北
町
商
工
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

視
察
日
程
の
最
後
は
池
袋
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ

し
展
」
を
見
学
し
た
。

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

▽
優
良
青
年
部
　
白
峰
村
▽
優
良
女

性
部
　
押
水
町
▽
役
員
功
労
者
〔
根

上
町
〕
熊
本
一
郎
会
長
〔
能
都
町
〕

數
馬
嘉
雄
会
長
〔
川
北
町
〕
森
元
国

夫
副
会
長

▽
女
性
部
功
労
者
〔
野
々
市
町
〕
藤

村
恵
子
部
長
▽
優
良
常
勤
役
職
員

〔
志
雄
町
〕
中
谷
弘
之
経
営
指
導
員

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

▽
役
員
功
労
者
〔
山
中
町
〕
桜
井
比

呂
之
副
会
長
〔
寺
井
町
〕
松
本
正
理

事
、
山
上
清
文
理
事
、
村
本
進
理
事

〔
美
川
町
〕
新
谷
洋
三
副
会
長
〔
河

内
村
〕
北
口
弘
之
副
会
長
〔
尾
口
村
〕

林
與
枝
男
会
長
〔
か
ほ
く
市
〕
沖
野

栄
三
次
理
事
〔
森
本
〕
向
井
良
成
理

事
〔
津
幡
町
〕
小
山
五
十
八
理
事
、

岡
田
文
夫
理
事
、
岩
井

逸
理
事

〔
内
灘
町
〕
中
村
哲
彦
理
事
、
湊
孝

司
理
事
、
出
島
喜
久
松
理
事
、
粟
森

幹
雄
理
事
、
岡
野
隆
盛
理
事
、
黒
口

巽
理
事
〔
鳥
屋
町
〕
藤
本
勲
理
事
、

岡
本
嘉
明
理
事
、
酒
道
充
夫
理
事
、

此
下
良
隆
理
事
〔
鹿
島
町
〕
宮
本
空

伸
副
会
長
、
横
井
冨
弘
副
会
長
、
領

家
優
理
事
、
平
岡
志
朗
理
事
〔
穴
水

町
〕
木
下
和
男
会
長
〔
能
都
町
〕
角

田
芳
久
理
事
、
船
下
智
宏
理
事

▽
青
年
部
功
労
者
〔
富
来
町
〕
寺
岡

一
彦
県
青
連
会
長
〔
野
々
市
町
〕
沖

野
信
一
県
青
連
理
事
〔
鹿
島
町
〕
山

本
孝
司
県
青
連
理
事

▽
女
性
部
功
労
者
〔
津
幡
町
〕
河

上
博
美
県
女
性
連
副
会
長
〔
能
都

町
〕
鶴
野
綾
子
県
女
性
連
理
事

〔
か
ほ
く
市
〕
高
平
成
代
県
女
性
連

前
理
事

▽
優
良
常
任
役
職
員
〔
川
北
町
〕

中
村
渡
主
任
経
営
指
導
員
〔
か
ほ

く
市
〕
塩
谷
治
美
記
帳
指
導
職
員

〔
羽
咋
市
〕
備
後
文
惠
補
助
員
〔
志

賀
町
〕
河
野
晃
主
任
経
営
指
導
員

〔
県
連
合
会
〕
石
野
正
典
専
門
経
営

指
導
員

本
県
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

商
工
会
長
視
察
で
群
馬
県
水
上
町
へ

商
工
会
長
視
察
で
群
馬
県
水
上
町
へ�
商
工
会
長
視
察
で
群
馬
県
水
上
町
へ

商
工
会
長
視
察
で
群
馬
県
水
上
町
へ�
商
工
会
長
視
察
で
群
馬
県
水
上
町
へ�

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
事
業
に
つ
い
て
研
修�

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部
員
二

百
二
十
名
が
参
加
し
た
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
研
修
会

は
十
一
月
十
八
日
、
和
倉
温
泉

「
あ
え
の
風
」
で
開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
で
は
、
各
県
代
表
者
に

よ
る
主
張
発
表
大
会
が
開
か
れ
、

石
川
県
か
ら
は
川
北
町
の
北
正
和

氏
が
出
場
し
、
青
年
部
活
動
か
ら

得
た
体
験
談
を
発
表
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
㈱
加
賀
屋
元

教
育
担
当
参
事
の
日
光
弘
氏
よ
り
、

顧
客
満
足
を
得
る
接
遇
方
法
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
若
手
経
営
者
が
集
う�

商
工
会
青
年
部
交
流
研
修
会
を
開
催�

主張発表する川北町　北　正和　氏

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に

お
い
て
、
同
族
会
社
の
う
ち
①
各

事
業
年
度
終
了
時
の
資
本
又
は
出

資
金
額
が
一
億
円
以
下
の
中
小
企

業
で
あ
っ
て
、
②
前
事
業
年
度
末

の
自
己
資
本
比
率
が
五
〇
％
以
下

の
場
合
に
は
、
留
保
金
課
税
の
停

止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
己
資
本
充
実
に
向
け
、
こ
の

特
例
措
置
を
活
用
し
、
財
務
基
盤

の
強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
特
例
措
置
の
適
用

を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告
書
に

「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
同
族
会

社
の
特
別
税
率
の
不
適
用
等
制
度

に
関
す
る
明
細
書
」
等
所
定
の
書

類
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
庁

留
保
金
課
税�

特
例
制
度
に
つ
い
て�

確定申告�お早めにY

所 得 税 �

申告・納税期間�

平成17年２月16日～３月15日�

消 費 税 �

個人事業者は、平成17年３月31日�

こ
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部

財
務
課
、国
税
庁
、金
沢
国
税
局
及
び
最

寄
り
の
税
務
署
の
相
談
窓
口
ま
で
。
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